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保健福祉学部の教育課程

　保健福祉学部では人間性の豊かな看護の専門職、少子・高齢社会に対応できる福祉専門職、

健康的な社会づくりに貢献する栄養専門職の育成を目指しています。これらの専門職が協力し

た活動の展開がはかれるように看護学科、福祉学科、栄養学科を一学部として保健福祉学部を

構成しています。

　教授内容は人間を生理的・社会的（倫理的）、また生涯を通して発達しつづける存在として

心身両面から把握します。

　そのためには、看護・福祉・栄養の基本的な理論や技法、対応のあり方を教授し、人間の成

長、発達への援助・指導の能力を育成します。保健福祉学部の教育課程（カリキュラム）は次

のとおりです。

①総合人間科学
　本学における総合人間科学は、キリスト教を基盤とし、専攻する学問分野の違いを超え

て学修するうえでの根本となる総合的視点と豊かな人間性を養うための教養教育課程で

す。

　総合人間科学は、全学共通科目と学部共通科目で構成されます。４年間を通して、「キ

リスト教を基盤とする自校教育及び女子教育」、「初年次教育」、「総合的人間理解を深める

ための基礎教養」、「地域貢献」、「キャリア形成の導入と専門教育科目への連動」を行うこ

とを基本とし、グローバル化や科学技術の進展など社会の激しい変化に対応し得る統合さ

れた知の基盤を培うことを目指しています。

　また、総合人間科学において養われた深い教養と総合的視点で課題をとらえる能力は、

専門教育課程の学修においても、専攻する学問分野の理解を助けるとともに、研究課題に

対する幅広い視野に立ったアプローチも可能とします。

＜全学共通科目＞
　○キリスト教教育

　建学の精神の基本であるキリスト教を学び、学院の歴史および建学の精神である『感

恩奉仕』を展開させることができる素養を身につけます。

　○初年次教育
　大学教育への移行が円滑に図られるための教育プログラムを実施します。

　○女性と健康
　女子大学として女性と健康に焦点をあて、科目を構成します。

＜学部共通科目＞
　○基礎教養

　専門科目の導入である学問領域に触れ、幅広い教養を身につけます。

　○アカデミックスキル
　外国語の学習により異文化理解とコミュニケーションスキルの基盤を養い、また、Ｉ

Ｔ活用能力を身につけます。
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②専門教育科目

　○看護学科

　社会の要請に応え、根拠に基づいた質の高い看護実践を提供できる人材の育成を目指し

ています。専門教育科目は、「看護を学ぶための基礎」、「看護実践の基盤」、「看護実践の

応用」、「看護実践の発展」と、段階的なカリキュラム構成で、看護実践能力を身につける

ための一貫した教育を行っています。また、「公衆衛生看護関係科目」や「養護に関する

科目」を備え、保健師、養護教諭、高等学校教諭（看護）を目指すことを可能にしています。　　

　○福祉学科

　ヒューマンサービスに必要な基礎的能力を養う「福祉基礎科目」をはじめ、「福祉専門

科目」、「精神保健福祉関係科目」、「福祉心理臨床関係科目」、「保健・医療関係科目」、「保

育関係科目」、「専門研究科目」、「教職に関する科目」を充実させています。これらの科目

を履修することで、人々の抱えるニーズを総合的にとらえ、豊かな知識と実践力を備え、

想像力と創造力をもった福祉専門職を養成しています。　　

　○栄養学科

　社会の要請に応え、地域包括ケアの一翼として地域社会で活躍できる管理栄養士の養成

を目指しています。専門教育科目は、人体の構造や疾病発症のメカニズムおよび各種食品

の成分や調理による科学的な変化等を学ぶ「専門基礎分野」と、管理栄養士業務のの中心

である栄養管理業務と給食管理業務について学ぶ「専門分野」により構成されます。早期

に人体や食に関する科目を配置し、管理栄養士としての専門性を高めるために必要な科目

までを体系的に配置したカリキュラムを構成しています。また、「教職に関する科目」を

備え、栄養教諭を目指すことを可能としています。

　○地域創生
　全学的取組として地域の現実的な課題を解決するために、必要な基本的姿勢と技術を

修得します。

　○キャリア形成支援
　地域社会が求める自立した女性を目指すためのキャリア形成の基本を学び、各学科の

キャリア形成発展科目との連動により、実践的態度及び技術修得を目指します。
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保健福祉学部の構成
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保健福祉学部 栄養学科

■教育課程（カリキュラム）の構成

総合人間科学

　総合人間科学は専攻する学問分野の違いによらず、学習する上での根本となる総合的視点

と豊かな人間性を涵養するため、全学共通としています。幅広い視野に立った科目の開設に

より、人間理解のもとに深い教養と総合的な判断力を培うと同時に、専門教育との有機的な

連携も図っています。

専門教育科目

　専門の骨格を正確に把握させる目的から、基礎・基本を重視するとともに管理栄養士の専

門性を高めることをねらいとし、その基礎となる「専門基礎分野」、高度な知識や技術を修

得するための「専門分野」に大別して編成しています。また、それぞれの分野において実験・

実習を実施。経験により知識・技術の習熟度を高めます。

　「専門基礎分野」は、管理栄養士という専門職種を目指す動機づけにつながることをねら

いとして、科目を設定しています。

　①社会・環境と健康

　人間や生活について理解を深め、社会や環境と健康とのかかわりについて理解します。

　②人体の構造と機能及び疾病の成り立ち

　人体の構造や機能を系統的に理解するとともに、主要疾患の成因、病態、診断、治療

等を理解します。

　③食べ物と健康

　食品の各種成分や人体に対しての栄養面や安全面等への影響や評価を理解します。

　「専門分野」は、管理栄養士としての専門性を高めるための科目で、栄養評価・判定に基

づいた企画、実施、評価の総合的なマネジメントを行うことのできる能力を養うという基本

的な考え方を踏まえた内容としています。

　①基礎栄養学

　人は健康を維持し、日々の活動をするために、外界からたえず食物として必要な物質

を取り入れています。この外界から取り入れる「必要な物質」が栄養素です。基礎栄養

学では、栄養素を体内に取り入れる機構（消化・吸収）、また、取り入れた栄養素を分解・

再構成し、エネルギーや物質を生成する過程（栄養代謝）について学び、栄養が人の健

康に果たす役割を理解することを目標とします。

　②応用栄養学　

　身体状況や栄養状態に応じた栄養管理の考え方を理解することを目標とします。妊娠

や発育、加齢などのライフステージや、スポーツ、特殊環境下など、人体の構造や機能

の変化に応じた身体・栄養状態の特徴を十分に理解することにより、栄養状態の評価・

判定（栄養アセスメント）の基本的な考え方を修得します。同時に健康増進、疾病予防

に寄与するエネルギー、栄養素の機能および必要量等を理解し、それらの健康への影響

に関するリスク管理の基本的な考え方や方法について理解することを目標とします。
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保健福祉学部 栄養学科

③栄養教育論

　健康・栄養状態、食行動、食環境等の評価・判定に基づき、栄養教育プログラムの作成・実施・

評価を総合的にマネジメントする能力を養います。また、それに必要とされる健康・栄養教

育に関する理論と方法を修得し、行動科学やカウンセリングの理論と応用についても理解す

ることを目標とします。

④臨床栄養学

　傷病者の病態や栄養状態の特徴に応じた適切な栄養管理を行う能力を養います。栄養アセ

スメントに基づいた栄養ケアプランの作成・実施・評価に関する総合的なマネジメントの考

え方を理解し、具体的な栄養状態の評価・判定、栄養補給、栄養教育、食品と医薬品の相互

作用について修得した上で、医療・介護制度やチーム医療における管理栄養士の役割につい

て理解することを目標としています。特に近年、介護予防や健康寿命の観点より、高齢者

に対する適正な栄養管理の必要性が増しており、ライフステージや疾患別・病態別に加え、

様々な身体状況（口腔状態含む）や栄養状態に応じた具体的な栄養管理方法についても十分

理解できる教育内容としています。

⑤公衆栄養学

　地域や職域等における保健・医療・福祉・介護システムの栄養関連サービスに関するプロ

グラムの作成・実施・評価を総合的にマネジメントする能力を養います。栄養疫学、栄養政

策の企画・評価について理解し、社会資源の活用や栄養情報の管理、コミュニケーションの

管理などの仕組みについて理解することを目標としています。

⑥給食経営管理論

　給食運営や関連の資源を総合的に判断し、栄養面、安全面、経済面をふまえた全般のマネ

ジメントを行う能力を養います。また、マーケティングの原理や応用について理解するとと

もに、組織管理などマネジメントの基本的な考え方や方法を修得することを目標としていま

す。さらに、近年の給食施設で導入が進む新調理システムを理解するとともに、事業所給食

が担う健康経営への取り組みを理解できる教育内容としています。

⑦総合演習

　栄養評価・判定に基づいた適正な栄養管理を行うためには、専門分野の教育内容ごとに修

得した知識、技能を統合する能力が必要とされることから、専門分野の各教育内容を包含す

る演習を行います。

⑧臨地実習

　学内で修得する知識・技術を栄養管理の実践の場面に適用し、理論と実践を結びつけて理

解できることをねらいとし、充実強化を図ります。

⑨実践活動・専門研究

　将来の進路に合わせた「食と健康分野」「実践栄養分野」「臨床栄養分野」のより深い知識、

技術を修得することを目標としています。

⑩卒業研究・卒業ゼミ

　自分自身でテーマを選択し、情報を収集し、それを分析・応用・展開していく能力や、主

体的な思考力・判断力を伴った研究的態度を育成します。
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保健福祉学部 栄養学科

栄養学科履修科目表（履修規程別表第一）

●総合人間科学
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保健福祉学部 栄養学科

●栄養学科専門教育科目
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保健福祉学部 栄養学科

●栄養学科専門教育科目


